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          ２０２１年度 千葉代協 第一回教育委員会 

日時：２０２１年７月１日（水）１５：００～１７：００ 

場所：ＷＥＢ 

司会：積田 淳  ／ 書記：阪中昌司 

議事録作成人：積田淳 

                                （敬省略） 

氏名 役職 支部 代理店名 代理出席等 事前 出欠 

小口 泰伸 会長 東葛 あおぞら保険サービス  〇 〇 

今西 英人 専務理事 千葉 Ｎ&Ｂホールディングス    

積田 淳 教育委員長 京葉 専保  〇 〇 

菅野 亘. 副委員長 市原 東海コンサル㈱  〇 × 

丹羽 政貴 委員 千葉 有限会社Ｒ＆Ｂ  〇 〇 

阪中 昌司 委員 木更津 株式会社 大鳥ほけん  〇 〇 

間立 徹 委員 安房 リスクマネージメント（株）  〇 〇 

狩野 由幸 委員 茂原 ㈲狩野板金工業所 大森滋 支部長 〇 〇 

岡部 成行 委員 東葛 株式会社 岡部 横山一臣 支部長 〇 〇 

小倉 滋彦 委員 北総 有限会社ウイング  〇 〇 

向後 綾子 委員 銚子 ㈲井上保険事務所  〇 〇 

○は委員会参加・×は代理出席等 

 

 

【今回の議題】 

① 教育事業の年間取組み確認 

② 東関東ブロック教育委員会報告 

③ コンサルティングコースセミナー運営 

④ 日本代協アカデミーネットチャンネル登録利用の推進 

⑤ 千葉代協セミナー運営 

⑥ その他・ご意見等 

⑦ 次回の教育委員会日程 

総評 

［挨拶］会長挨拶                    １５：００～１５：０５（５分） 

今年度の千葉代協最重点課題、仲間作り２７店新規加入。５０％の組織率を目指しているので毎

年このくらいの新規加入を目指していかねければ追いつかない。（教育委員会の）皆さまもお知

り合いなどにお誘いしてほしい。 

教育事業としてコンサルティングコース受講者新規申込みも項目にあるが一定の資格取得が根付

いてきているので昨年度振るわなかった日本代協アカデミーネットチャンネルを重点的に取り組

んでほしい。ＣＳＲ担当になるがＢＣＰの策定。企画環境委員会で担当する事業継続力強化計画

認定制度の周知。この４本を重点取り組みとしてお願いしたい。２０２０年度のコンサルティン

グコースセミナーはコロナの影響で実施できていないが代替案で検討している。 
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議題① 教育事業の年間取組み確認 

                            １５：０５～１５：２５（２０分） 

 

［報告事項］ 

・教育事業（教育委員会主管） 

募集人の資質向上を担う教育事業は、本会の最重要事業である。本会の会員は常に自己啓発・自

己研鑽に努め、定期的な教育・研修の機会を活用して自らのレベル向上をさせ、日々の業務を通

じて消費者・契約者の信頼に応えていかなければならない。その為の支援をして、次の事業を行

う。 

 

① 「損害保険大学課程」コンサルティングコース受講生の募集推進 

② 「損害保険トータルプランナー」の認知度向上の取り組み、損害保険会社と連携して本制度

の認知度向上を図る。 

③ 教育枠組みとする「日本代協アカデミー」登録の拡充を図り、活用を促す。 

④ 「損害保険大学課程」コンサルティングコースの新年度受講者セミナー運営の参加 

⑤ 教育委員会主管、千葉代協セミナー開催 

⑥ 日本代協から協力を求められた場合に、千葉代協として必要とされる取り組み。 

その他、千葉代協として必要と考える教育事業 

 

議題② 東関東ブロック教育委員会報告 

１５：２５～１５：４０（１５分） 

 

［報告事項］ 

●教育委員会報告 

・コンサルティングコースセミナーついて（別途、本日議題にあり） 

・損保協会ＨＰ，損害保険トータルプランナーがいる代理店の登録 

・日本代協アカデミーネットチャンネル登録について ９月１７日ＷＥＢセミナーあり。 

 

●第一回東関東ブロック協議会 ６月２８日開催 ※同日に東関東ブロック教育委員会開催 

・９月１７日開催 日本代協アカデミーネットチャンネル活用セミナー（教育） 

 

・中小企業庁アンケートを会員向けに実施して１，７８３件の回答 企画環境委員長より御礼 

・ぼうさい探検隊の積極推進（ＣＳＲ） 

・人材育成研修会について 各県代協より研修生５名を選出 

・組織拡大（組織） 

・三冠王 

・日本代協コンベンションの功労者表彰者について 選出候補協議 
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議題③ コンサルティングコースセミナー運営     １５：４０～１５：５５（１５分） 

［報告事項］ 

・コンサルティングコースセミナー運営とは 

 セミナー会場で当日の参加者受付、会場の巡回、司会、参加者の集計などを行う 

 前年度は８時４５分集合、１７時１５分解散 

 当日の朝の受付のみの運営参加は１２時頃には解散 

・２０２０年度、受講生のセミナー開催は中止として代替案を検討している（別添資料） 

・２０２１年度、受講生のセミナーはリアル開催を予定しているが日程は未定 

［協議事項］ 

・コンサルティングコースセミナー運営に参加委員の選出 

 セミナー開催日程は決まってないが委員の選定を実施 

（運営の経費等の関係上、東京都内から比較的近隣に住まいの委員が望ましい） 

＜候補者＞ 

・市原支部  菅野副委員長 

・木更津支部 阪中委員 

・北総支部  小倉委員 

・東葛支部  岡部委員 

・千葉支部  丹羽委員 

議題④ 日本代協アカデミーについて          １６：０５～１６：２５（２０分） 

［報告事項］ 

・日本代協アカデミーネットチャンネルの千葉代協とし登録目標を日本代協より依頼されている 

 千葉代協６２ 

 ＜参考＞埼玉６８ 茨城３４ 栃木２３ 

・９月１７日 日本代協アカデミーネットチャンネル活用セミナー 

（埼玉代協企画の東関東ブロック教育委員会企画） 

［協議事項］ 

・登録目標達成に向けた取組策 

大森支部長（茂原）アカデミーの魅力として情報発信を強く行う。支部会員をリストアップして

一件ずつ声掛けをしていく。 

横山支部長（東葛）横の繋がりで一本釣していく 

小倉委員（北総）９月１７日の活用セミナーを利用することが一つの取り組みになる。目標数６

２に対して支部割７名程度で各支部展開していく。 

阪中委員（木更津）様々なコンテンツがある。阪中委員は自社で新人教育として活用したが分か

りやすい内容だった。自前の研修として活用したり保険会社の研修で足りない部分を補うよう

なコンテンツを探すべき。 

間立委員（安房）まずは役員から利用して会員へは手紙などでお知らせしていく。 

丹羽委員（千葉）支部内では議論はしているがコンテンツまで話すことは現状難しい。 

向後委員（銚子）９月１７日のアカデミーセミナーを利用していきたい。 

・引き続き会員の皆様へ登録の情宣・推奨をしていく方法など 
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＜課題として＞ 

各保険会社でイーラーニング受講を行っているので他に受講をする余裕がない。 

アカデミーの利用期間やシステムが不明な部分があるので再確認 

議題⑤ 千葉代協セミナー運営  

１６：２５～１６：４５（２０分） 

［報告事項］ 

２０２１年度の千葉代協セミナーについて新型コロナウイルスの感染状況を考慮した上で開催方

法を検討する 

［協議事項］ 

□運営方法 

・開催方法（ＷＥＢ、その他） 

コロナの感染状況や集客を多く見込むとすればＷＥＢ開催 

・オープンセミナーにするか否か 

今後検討 

・テーマ 

各支部でセミナー内容を検討して持ち寄る 

・講師 

各支部でセミナー内容を検討して持ち寄る 

・日程 

２月が妥当 

・その他 

積田委員長より災害に関するセミナーの提案があり 

議題⑥ その他、ご意見等               １６：４５～１６：５５（１０分） 

［報告事項］ 

向後委員（銚子）の感想 日本代協アカデミーネットチャンネルの詳細を再確認して支部へ報告

したい。 

丹羽委員（千葉）会議画像は 

横山支部長（東葛）委員会で議論したことを支部の役員や会員に伝えて周知することが必要。 

大森支部長（茂原）支部に周知することが必要。アカデミーで代理店の資質向上を目指したい。 

議題⑦ 次回の教育委員会開催日程             １６：５５～１６：５２（２分） 

欠席委員も多いので後日改めて決定 

 

総評（会長）         

活発な議論に感謝する。支部に持ち帰ってしっかり伝えてほしい。 

課題はアカデミー。他県代協ではＩＤ登録数が著しく多い代理店があるが募集人数が多い代理店

が積極的に活用した経緯がある。 

千葉代協セミナーはＷＥＢの意見が多いが開催時期を考えてコロナの感染状況を考えた上で検討

することが多い。 

教育委員会定例会議 終了                          １７：００ 


